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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

日本書紀成立1300年

特別展「出雲と大和」
彫りの深い    
凛々しい顔立ちに注目

特別展     

「法隆寺金堂壁画と 
百済観音」
至高のみほとけ、東京へ！

特別展

「人、神、自然－ザ・アール・サーニ・ 
コレクションの名品が語る古代世界－」
自然界の循環を表す工芸品

　本展では、仏教が日本列島に本格的に浸透し
始めたころの仏像をご覧いただけます。
　奈良の當

たい

麻
ま

寺
でら

は大和と河内にまたがってそびえ
る、二つの頂をもつ二

に

上
じょう

山
さん

の麓に所在します。本
像は、その當麻寺金堂の本尊、弥勒仏坐像を守
護する四天王像で、脱

だっ

活
かつ

乾
かん

漆
しつ

造
づくり

という大陸新来
の技法でつくられた、現存最古の像です。法隆寺
金堂四天王像に次いで、日本で2番目に古い四天
王像としても知られています。
　顎

あご

ひげをたくわえた彫りの深い顔立ちは、威厳
があり写実性に富んでいます。こうした作風は中
国初唐時代の彫刻様式に影響を受けたものと考
えられています。  （皿井舞）

　国宝の百済観音像が23年ぶりに東京で公開され
ます。像高約210センチメートルという長身の観音
様で、ゆらめくような細身の身体が特徴的です。わ
ずかに微笑んだ口元、優しく差し出された手の表
情、風をはらんで前方にカールした天衣など、その
美しさは多くの人 を々魅了してきました。百済観音
像は江戸から昭和初期まで法隆寺金堂に安置され
ていたのですが、本展では模本等の金堂壁画に囲
まれた空間で拝観することができます。 （三田覚之）

関連事業 当日受付
記念公演「雅楽・石見神楽」
本展を記念して、奈良県と島根県が伝統芸能の公演を行
います。

日時：2020年1月15日（水）
①13:30～14:30　②15:30～16:30
＊各回開場は開演の30分前を予定
出演：おやさと雅楽会・江津市石見神楽連絡協議会 
会場：平成館大講堂
定員：380名（当日先着順）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。使用済
の半券でも可。その場合は別途当日の入館料が必要）
※詳細は展覧会公式サイト参照。

関連事業 事前申込制
①記念講演会「法隆寺金堂壁画と写した人々」
日時：2020年3月21日（土）　  
13:30～15:00（13:00開場予定）
講師：瀬谷愛（当館保存修復室長）
②記念講演会「百済観音の世界」
日時：2020年3月28日（土）　  
13:30～15:00（13:00開場予定）
講師：三田覚之（当館工芸室研究員）

会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。講演会当
日以前に使用済の半券でも可。その場合は別途、当日の入
館料が必要）
申込方法：往復はがきでお申込みください。「往信用裏面」
に、（1）希望する講演会の番号（①、②のいずれか）、（2）
参加者全員（2名まで）の氏名・ふりがな、（3）代表者の郵
便番号・住所、（4）代表者の電話番号を、「返信用表面」
に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記まで
お申込みください。なお、申込は各回お1人（または1組）に
つき1通までです。
申込先：〒113-8730　日本郵便株式会社　本郷郵便局
私書箱16号 特別展「法隆寺金堂壁画と百済観音」講演会
（①、②いずれか）係行
申込締切：①2020年1月28日（火）必着　②2020年2月
4日（火）必着

　カタール国の王族、シェイク・ハマド・ビン・ア
ブドラ・アール・サーニ殿下のコレクションより、古
代に製作された工芸品を厳選してご紹介します。
　展示室には、さまざまな古代文化を背景に製作さ
れた多種多様な作品が並びます。個々の作品の造
形と表現されている意匠はもちろんのこと、金や銀、
ラピスラズリやガーネットといった多岐にわたる素
材と、それを形にした古代の職人技も見どころです。
　展覧会の構成は3章立てとなっています。1章
「人」では、支配者を表現した彫像や、権威の象
徴であった品々に注目。2章「神」では、神像や

奉納品から人 と々神 と々の関係性に迫り、3章「自
然」では、主に動物を模した工芸品から、人々が自
然物をどのように意味づけたのかを探ります。
　例えば、今から4000年前に中央アジアで作られ
た金製の碗。ヤギの群れに襲いかかるヒョウに目
がいきますが、交尾をするヤギや、育まれる仔ヤギ
など、ヤギの群れが繁栄する様子も丁寧に描かれ
ています。また、背景には図式化された植物文様
も配されています。これは人々の生活圏の周囲に
あった自然界が存在したことを示しています。  

 （小野塚拓造）

碗
わん

金　中央アジア　
前2300～前1800年頃　
ザ・アール・サーニ・コレクション蔵

自然界で繰り広げられる生命のサイク
ルを、小さな器の表に描写しています

総合文化展観覧料および開催中の特別展観覧券（観覧当日に限る）でご覧い
ただけます。

◎持
じ

国
こく

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

　（四
し

天
てん

王
のう

像
ぞう

のうち）
飛鳥時代・7世紀　奈良・當麻寺蔵
画像提供：奈良国立博物館
（撮影：佐々木香輔）

庇
ひさし

の深い上瞼で造り出す厳し
い表情と、たっぷりたくわえた
顎ひげが男前な持国天です

◉観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

（百
くだら

済観
かん

音
のん

）
飛鳥時代・7世紀　奈良・法隆寺蔵
写真：飛鳥園

評論家の亀井勝一郎は、著書
『大和古寺風物誌』において、
「大地から燃えあがった永遠の
焰」と讃えました

観覧料：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、高校生900円（700
円/600円）、中学生以下無料　＊（　）内は前売/20名以上の団体料金。前売券は2020年1月14日
（火）まで、展覧会公式サイト等で販売　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい
者手帳などをご提示ください）／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイ
ト https://izumo-yamato2020.jp/

観覧料：一般1,200円（1,100円）、大学生600円（500円）、高校生400円（300円）、中学生以下無料　＊（　）
内は前売および20名以上の団体料金　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳な
どをご提示ください）　＊前売券は2020年1月7日（火）から3月12日（木）まで、展覧会公式サイト等で販
売／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイト https://horyujikondo2020.jp/

側面

底部

11月6日㊌
▼

2020年
2月9日㊐
東洋館3室

2020年
1月15日㊌

▼
3月8日㊐
平成館

特別展示室

2020年
3月13日㊎

▼
5月10日㊐
本館特別4室・
特別5室

Information
特別展＆特別企画 
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

れ
ま
す
。
本
作
で
言
え
ば
、
漆
地
の
沈
ん

だ
色
調
に
強
い
輝
き
を
持
つ
金
の
板
を
並

べ
て
対
比
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
流
水
の

ゆ
ら
め
く
よ
う
な
動
き
の
な
か
に
力
強
く

盛
り
上
が
る
岩
の
造
形
を
置
い
た
り
す
る

輝
き
は
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
。「
そ
ん
な
こ

と
か
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
の
素
朴
な
、
で
も
繊
細
で
丁
寧
な

色
調
の
変
化
は
、
同
じ
画
面
に
展
開
す
る

菊
や
岩
、
流
水
に
見
ら
れ
る
複
雑
な
技
巧

の
複
合
体
の
中
で
、
本
作
全
体
の
華
麗

さ
を
引
き
立
て
る
重
要
な
舞
台
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も「
蒔
絵
」は
漆
と
貴
金
属

と
い
う
素
材
自
体
が
高
価
な
技
法
で

す
。
よ
り
豪
華
な
品
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
単
純
に
金
の
割
合
を
増

や
す
と
い
う
だ
け
で
な
く「
豪
華
に
見

え
る
」た
め
の
無
数
の
工
夫
が
凝
ら
さ

　
こ
の
硯
箱
の
蓋
表
、
下
方
に
連
な
る
石

畳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
若
干
色
の
異
な
る
正

方
形
を
き
っ
ち
り
敷
き
詰
め
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
し
て
色
を
描
き
分
け
て
い
る
の

か
、
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　
漆
で
絵
を
描
き
、
そ
こ
へ
金
や
銀
な
ど

の
粉
を
蒔
い
て
文
様
を
表
す
技
法
が「
蒔

絵
」で
す
。
金
と
銀
を
蒔
き
分
け
れ
ば
、
石

畳
に
二
色
の
マ
ス
目
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
こ
の
微
妙
な
色
合
い

は
出
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
事
前
に
粗
く
金

粉
を
蒔
い
て
漆
で
塗
り
こ
め
て
か
ら
、
さ

ら
に
金
銀
の
粉
を
蒔
き
分
け
て
い
る
よ
う

で
す
。
若
干
赤
み
が
か
っ
た
落
ち
着
い
た

よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
繊
細
か
つ

精
緻
な
描
写
と
、
変
化
に
富
む
金
銀
の
色

彩
を
巧
み
に
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
華
麗
で
見
事
に
な
る
こ
と
に
、
江
戸
時

代
の
蒔
絵
師
は
気
が
つ
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
本
作
の
主
要
モ
チ
ー
フ「
御
所

車
」と
は
、
平
安
時
代
に
高
貴
な
身
分
の

人
々
を
乗
せ
て
運
ん
だ「
牛
車
」の
こ
と
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
過
去
の
乗
り

物
と
な
っ
て
お
り
、
特
別
な
場
合
を
の
ぞ

き
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
だ
け
に
、
遠
い
憧
れ
の
王
朝
文
化
を
象

徴
す
る
題
材
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
唐か
ら

破は

風ふ

を
持
つ
格

の
高
い「
唐か
ら

車ぐ
る
ま

」で
す
。
屋
根
に
菊
文
を
ち

り
ば
め
た
、
長
寿
を
願
う
吉
祥
に
満
ち
た

意
匠
で
す
。
全
体
を
見
て
も
一
分
の
隙
も

な
く
描
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
ほ
ぎ
の
造
形

の
な
か
で
、
こ
の
御
所
車
が
際
立
っ
て
見

え
る
の
は
、
や
は
り
石
畳
の
素
朴
な
表
現

あ
っ
て
こ
そ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
け
ん

を
競
う
か
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
蒔
絵

に
お
い
て
、
本
作
で
は
あ
え
て
、
こ
の
繊

細
な
色
遣
い
に
注
目
し
た
い
と
思
う
の
で

す
。 

 

（
福
島
修
）

◎御
ご

所
しょ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

　江戸時代・17世紀
洲浜を望む流水に、岸辺で菊が咲き乱れ、技巧を凝らした画面です

流水は蓋裏、身へと連続し、殿舎の側を流れる岸辺には水禽が遊んでいます 高蒔絵に切金など濃密な装飾のなかで繊細な色の変化が光ります

［蓋裏］

全図

［蓋表 拡大］

［蓋表］

［身］

今   号  の 名  品  
2019年12月‐2020年1月号

重文 御
ご

所
し ょ

車
ぐるま

蒔
ま き

絵
え

硯
すずり

箱
ば こ

2020年1月2日(木)～3月22日(日)
本館12室

江戸の蒔絵師がつくりだす繊細かつ華麗な世界
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2020年
1月2日木

▼

1月26日日

お正月限定！
カレンダー付きワークシート
新年1月2日（木）、3日（金）の2日間、
ご来館の先着3,000名様（各日）にワ
ークシートをお配りします。特集「博
物館に初もうで  子・鼠・ねずみ」を
楽しむためのワークシートの裏面に、
2020年カレンダーがついています。
ワークシートの配布は11時から16
時、本館2階便殿前で行います。
※時間内でもなくなり次第終了とさせて
いただきます。

2020年の新春は元号が令和となって初のお正月、そして
十二支最初の子年です。今年も干支や吉祥にまつわる展示、そして和太鼓や
獅子舞などの伝統芸能も開催。新しい1年のはじまりをぜひトーハクで！

日本のお正月ここにあり
！

一
ひと

つ身
み

振
ふり

袖
そで

　
鼠
ねずみ

色
いろ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

萩
はぎ

流
りゅう

水
すい

烏
え

帽
ぼ

子
し

鞍
くら

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀

江戸時代、微妙に色合いの異なる鼠色が大
流行しました

博物館に初もうで
東京国立博物館公式キャラクター

特
集

「博物館に初もうで 
 子・鼠・ねずみ」

「ねずみ」といえば、どんなイメージ！？

■催し物　※各30分程度

2020年1月2日（木）
11:00／13:15　和太鼓　湯島天神白梅太鼓  東洋館前
11:45／14:00　獅子舞　葛西囃子中村社中  東洋館前

2020年1月3日（金）
11:00／13:15　和太鼓　湯島天神白梅太鼓  東洋館前
11:45／14:00　獅子舞　葛西囃子中村社中  東洋館前
12:30／14:45　クラリネット・コンサート  平成館ラウンジ

■いけばな
2020年1月2日（木）～13日（月・祝）
正門、本館玄関、本館大階段
真生流　山根由美氏

■TNM＆TOPPANミュージアムシアターより 
　プレゼント
2020年1月2日（木）・3日（金）
VR作品を鑑賞された方にシアター無料券とオリジナルグッ
ズをプレゼント。
※鑑賞には別途料金および当日の予約が必要です。
※コンテンツ等の詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.
jp/mt/）をご覧ください。

■ホテルオークラレストラン ゆりの木より 
　プレゼント
2020年1月2日（木）・3日（金）
ゆりの木ご利用のお客様先着200名様に伊予の水引の箸
置きをプレゼント

■ミュージアムショップからお年玉
2020年1月2日（木）・3日（金）
全ミュージアムショップで3,000円以上お買い上げのお客様、
両日とも先着300名様にミュージアムグッズをプレゼント（東
京国立博物館の全ミュージアムショップの会計額が対象、引
き渡しは本館ミュージアムショップでのみ対応）

2020年1月2日（木）・3日（金）
美術図書バーゲンセール
（本館ミュージアムショップのみ対象）

■寛永寺根本中堂特別参拝
2020年1月2日（木）・3日（金）　10:00～15:00
根
こん

本
ぽん

中
ちゅう

堂
どう

、徳川歴代将軍の肖像画、四天王像などを公開し
ます。当館観覧券の半券（当日分）をご提示ください。散華
をお配りします。

新春イベント   

鼠
ねずみ

、猫
ねこ

と遊
あそ

ぶ娘
むすめ

と子
こ

供
ども

鈴木春信筆　江戸時代・18世紀

江戸時代、実はねずみはペットと
しても親しまれていました

トーハクくんユリノキちゃん

　平成から令和に改元された2019年も早い
もので、残すところ一ヶ月となりました。年
賀状の準備が話題となるこの時期に、ふと
気になるのが、来年の干支ではないでしょ
うか。暦

こよみ

や方角を示す干支は古代中国で成
立し、現在も私たちの生活に寄り添ってい
ます。令和2年は、十二支の最初にあたる

子
ねずみ

年。そこで新春の訪れをお祝いし、子年
の鼠をテーマとした特集を開催します。
　十二支の鼠のほか、大

だい

黒
こく

天
てん

（七福神の一人）
の使いとしての鼠、子孫繁栄の象

しょう

徴
ちょう

となっ
た鼠など、鼠のさまざまな顔をご紹介します。
江戸時代に流行した鼠色の着物や、永遠の
ライバル・猫との共演もお楽しみください。 
 （鷲頭桂）

染
そめ

付
つけ

大
だい

根
こん

鼠
ねずみ

図
ず

大
おお

皿
ざら

  
伊万里　江戸時代・19世紀　 
平野耕輔氏寄贈

「大根食うねずみ」を「大黒ねず
み」にひっかけた判じ物です

あけまして
おめでちゅー！

今年もよろしく
お願いします。

本館
特別1室
特別2室



金曜・土曜はナイトミュージアム！

金曜の夕方4時半。トーハクくんはとても焦っていました。閉館直
前だというのに、まだ見ていない展示室がたくさんあったのです。
さて、どうするトーハクくん！

 うわー、どうしよう！  油断していたら、まだ見てない展示室が多すぎる
ほ！  特集「博物館に初もうで」を見たいけど、東洋館の特集「文徴明と
その時代」も見たいし、あー！  困ったほ…！

 こんばんは、トーハクくん。慌てちゃってどうしたの？

 ああ、ユリノキちゃん。今ぼくには時間がないんだほ。ギリギリまで集中
して展示を見たいから、話しかけないでほ。

 あらら。そんなに焦らなくても、トーハクは金曜
と土曜は夜9時まで開館しているのよ？

 そうだったー！  大事な情報を教えてくれてあり
がほー！  これで「博物館に初もうで」のねずみち
ゃんたちにもゆっくり会えるほ！  でも、どうして
夜に開館してるんだほ？

 実はね、夕方まではお仕事やお勉強など、いろ
んな用事があるお客様から「閉館が夕方だと間
に合わないので、夜に展示を見られたらいいの
に」っていうご要望をたくさんいただいていたの。
ひとりでも多くのお客様にご覧いただけるよう、現在は金曜と土曜は開館
時間を夜9時まで延長しています。

 ほー！  たしかに、休日はしっかりお休みしたい人もいるから、ご用事の
帰りに立ち寄れるほうがいいんだほ。ところで、夜に来るとどんないいこ
とがあるんだほ？（入館は8時30分まで）

 そうねえ。夜は建物や周辺がライトアップされて、ロマンティックで雰囲
気がいいの。でもやっぱり一番は、昼間よりも展示室が落ち着いて感じ
られて、作品とゆったりと向き合えるってことかしら。

 ほんとだ！  展示室が空いてて見やすいほー！

 トーハクくん、正直なのはいいことだけど、それ
は広報大使としてあるまじき発言よ…（泣）。  
でもそうね、見る環境って大事よね。

 静かだから、なんだか仏像とも会話できちゃい
そうだほ。ほかにはどんないいことがあるほ？

 夏には、特設ビアガーデンやキッチンカーの軽食が楽しめる「トーハク 
BEER NIGHT！」や本館前のスクリーンで映画を上映する「博物館で
野外シネマ」を開催したり、いろんなイベントで博物館を盛り上げてい
るの。

 わあー楽しそう！  ぼくもそのドリンク飲んで
みたい！

 それビールだから絶対だめ。

 ほーい。

 あと、ミュージアムショップやレストランゆり
の木（ラストオーダーは閉館の40分前）も閉
館まで営業しているから、ショッピングやディ
ナーもゆっくり楽しめるのよ。

 そうか！  今日はユリノキちゃんのおかげで、 
いいことを覚えたほ。『トーハクは、金曜と土
曜は夜9時まで！』  はぁ、安心したらなんだ
かお腹すいちゃったほ。クッキー食べて、ひと休みしようっと。

 え？  展示室見ないの？ 

 ユリノキちゃ～ん。そんなに焦らなくても、今日は夜9時まで開館してい
るんだほ！

実際に金曜の夜 7時ごろに  
本館11室で撮影しました

「博物館で野外シネマ 2019」
の様子

5

特
別
公
開 

高た

か

御み

座く

ら

と
御み

帳ち
ょ
う

台だ

い

※開館日は当館の開館日に準じます。ただし、12月23日（月）は「高御座と御帳台」会場のみ開館します。　※入館等については本誌 14ページをご覧ください

※開館時間は時期により変動があります。

　
令
和
元
年
10
月
22
日
、
天
皇
陛
下
が
即
位

を
公
に
宣せ
ん

明め
い

さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
即
位

を
内
外
の
代
表
が
こ
と
ほ
ぐ
儀
式
と
し
て
、

皇
居
の
宮
殿
に
お
い
て
、
即そ
く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
儀
式
に
お
い
て
は
、
宮

殿
の
正
殿
松ま
つ

の
間ま

に
高た
か

御み

座く
ら

と
御み

帳ち
ょ
う

台だ
い

が
置

か
れ
て
、
天
皇
陛
下
が
御ご

束そ
く

帯た
い（
黄こ
う

櫨ろ

染ぜ
ん
の

御ご

袍ほ
う

）を
お
召
し
に
な
っ
て
高
御
座
に
昇
ら
れ
、

皇
后
陛
下
が
御お
ん

五い
つ
つ

衣ぎ
ぬ

・
御お
ん

唐か
ら

衣ぎ
ぬ

・
御お
ん

裳も

を
お

召
し
に
な
っ
て
御
帳
台
に
昇
ら
れ
た
の
ち
、

天
皇
陛
下
か
ら
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
が
寿よ

詞ご
と（
お
祝
い
の
言
葉
）

を
述
べ
、
万
歳
を
三
唱
す
る
と
、
参
列
者
の

唱
和
が
続
き
、
天
皇
陛
下
の
即
位
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
殿
の
中
庭
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
旛ば
ん

や
桙ほ
こ

が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
降
雨
の
た
め
、
宮
殿
内
の
回
廊
な
ど

に
は
、
伝
統
的
な
装
束
を
着
装
し
た
威い

儀ぎ

の

者も
の

や
威い

儀ぎ

物も
の

捧ほ
う

持じ

者し
ゃ

な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
特
別
公
開
で
は
、
即
位
礼
正
殿

の
儀
で
用
い
ら
れ
た
高
御
座
・
御
帳
台
と
威

儀
物
を
一
般
参
観
に
供
す
る
と
と
も
に
、
即

位
の
礼
の
諸
儀
式
の
写
真
と
、
装
束
姿
を
再

現
す
る
人
形
を
展
示
し
ま
す
。 

本
館
特
別
4
室
・
特
別
5
室
　

12
月
22
日
㊐
〜

年
1
月
19
日
㊐

画
像
提
供
：
宮
内
庁
京
都
事
務
所

高御座と御帳台
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伝
説
の
面
打
ち
と
は
？

特
集 

伝
説
の
面
打
た
ち

一
世
を
風
靡
し
た
書
画
、
こ
こ
に
あ
り
！

特
集 

生
誕
5
5
0
年
記
念

　
文ぶ

ん

徴ち
ょ
う

明め

い

と
そ
の
時
代

　
「
伝
説
の
面
打
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
「
面
打
」
と
は
能
面
の
作
者
の
こ
と
。

で
は
、
伝
説
と
は
？

　
実
は
面
打
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
手
掛
か
り
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
世
阿
弥
の
『
申さ

る

楽が
く

談だ
ん

儀ぎ

』に
名

手
と
し
て
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
実
態
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
る
の
が
「
伝
説
の
面
打
」
で
す
。
今
回
は
、
江
戸

時
代
の
面
打
に
よ
っ
て
、
伝
説
の
面
打
の
作
品
だ
と

鑑
定
さ
れ
た
面
を
展
示
し
ま
す
。

　「
伝で

ん

山や
ま
ん
ば姥
」
の
奇
妙
に
も
見
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
表
情
、「
大お

お

癋べ
し

見み

」の
眉
間
や
頬
の
自
然
な
表
現
は
確

か
に
名
手
の
作
品
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
実
態
の
わ
か
ら
な
い
伝
説
の
面
打

の
作
と
鑑
定
で
き
た
の
か
。
伝
説
の
面
打
た
ち
は
ど

ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
能
面
を
じ
っ
く
り
見
な
が

ら
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。 

（
川
岸
瀬
里
）

　
文ぶ
ん

徴ち
ょ
う

明め
い（
1
4
7
0
〜
1
5
5
9
）
は
、
明
時
代

（
1
3
6
8
〜
1
6
4
4
）
の
半
ば
こ
ろ
に
、
中
国
の

南
に
位
置
す
る
文
化
都
市
、
蘇そ

州し
ゅ
うで
活
躍
し
た
書
画

家
で
す
。
名
門
一
族
に
生
ま
れ
、
温
厚
な
人
柄
か
ら

文
人
社
交
界
の
中
心
と
な
り
、
90
歳
の
長
寿
を
全
う

し
ま
し
た
。
古
典
を
よ
く
学
ん
だ
、
気
品
あ
る
書
風
・

画
風
は
、
一
世
を
風
靡
し
、
後
世
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　
令
和
2
年（
2
0
2
0
）は
、
文
徴
明
の
生
誕

5
5
0
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
文
徴
明

の
書
と
画
の
魅
力
を
改
め
て
ご
紹
介
し
、
彼
を
慕
っ

た
文
人
た
ち
の
書
画
作
品
、
そ
し
て
彼
を
育
ん
だ
蘇

州
と
い
う
都
市
の
文
化
的
魅
力
を
伝
え
る
作
品
を
あ

わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　
本
特
集
は
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
と
ト
ー
ハ
ク

と
の
連
携
企
画
第
17
弾
に
あ
た
り
ま
す
。
ふ
た
つ
の

会
場
で
文
徴
明
の
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

（
六
人
部
克
典
）

極小の楷書へつながる緻密な描写
若いときの作品。非常に細やかで丁寧な筆致からは、文徴明の 
まじめな性格がうかがえます

山
さん

水
すい

図
ず

巻
かん

　文徴明筆　中国　明時代・弘治15年（1502）　個人蔵

躍動する筆から生まれる伝統の書
古典に基づく謹厳な造形でありながら筆使いは 
躍動感にあふれます。76歳時の草書

草
そう

書
しょ

千
せん

字
じ

文
もん

巻
かん

文徴明筆　中国　明時代・嘉靖 24年（1545）　青山杉雨氏寄贈

晩年でも輝く美しい楷書
超絶技巧は不断の修練に支えられ、晩年まで
極小の楷書を書き続けました。83歳時の書

楷
かい

書
しょ

離
り

騒
そう

九
きゅう

歌
か

巻
かん

文徴明筆　中国　
明時代・嘉靖31年
（1552）
高島菊次郎氏寄贈

忘れられない  
怪異な容貌
能面のなかでも屈指の
名作。この不思議な表
情は…？

◎能
のう

面
めん

　伝
でん

山
やまんば

姥
伝赤鶴作　梅若家伝来　  
南北朝時代・14世紀

迫力満点！  
大天狗の役に 
使われた面
伝山姥と同じ作者だとい
う説もあります。見比べて
みて下さい

能
のう

面
めん

　大
おお

癋
べし

見
み

「佐渡嶋／一透作／久知住」刻銘
室町時代・15世紀　文化庁蔵

品位を感じさせる
気高い表情
この面の作者の実力は相当
なもの！ 江戸時代に増阿弥
と鑑定されました。

能
のう

面
めん

　増
ぞう

女
おんな

「増阿弥作　満昆（花押）　満猶（花押）」
金字銘　
梅若家伝来
室町時代・15～16世紀

東洋館8室
2020年

1月2日㊍～
3月1日㊐

本館14室
2020年1月2日㊍
～2月24日㊊㊡

（部分）

（部分）

（部分）



本
館

本
館

本
館

本
館

　
二ふ

た

重え

蔓づ
る

唐か
ら

草く
さ

双そ
う

獅じ

子し

文も
ん

様よ
う

が
雲き

母ら

摺ず

り
さ
れ
た
日
本

製
の
唐
紙
に
、「
古

今
和
歌
集
」巻
十
八

か
ら
和
歌
が
二
首
、

散
ら
し
書
き
さ
れ

て
い
ま
す
。「
元
永

本
」
は
、『
古
今
和

歌
集
』
仮か

名な

序じ
ょ

と

二
十
巻
す
べ
て
を

収
め
た
原
装
幀
の

ま
ま
の
完
本
と
し
て
現
存
最
古
の
遺
品
で

す
。
上
帖
の
奥
書
に
「
元
永
三
年
」
と
あ
る

た
め
、こ
の
名
で
呼
ば
れ
ま
す
。

　
筆
者
と
推
定
さ
れ
る
藤ふ
じ

原わ
ら
の

定さ
だ

実ざ
ね（
活
動
確

認
期
１
０
７
７
〜
１
１
１
９
）
は
、
平
安
時

代
に
能の
う

書し
ょ（

書
の
巧
み
な
人
）
と
し
て
活
躍

し
た
人
物
で
す
。
定
実
は
、
後
半
に
こ
の
よ

う
に
大
胆
な
散
ら
し
書
き
を
混
ぜ
て
お
り
、

右
か
ら
3
〜
7
行
目
は
重
な
る
よ
う
に
配
し

て
、
左
頁
の
の
び
や
か
な
連
綿（
文
字
を
つ

な
げ
て
書
く
こ
と
）
と
の
変
化
を
演
出
し
て

い
ま
す
。 

（
恵
美
千
鶴
子
）

　『
伊
勢
物
語
』第
九
段「
東あ
ず
ま

下く
だ

り
」の
一
場
面
。

東
国
を
ゆ
く
男
が
、蔦
の
生
い
茂
る
東
海
道
の

難
所
・
宇う

津つ

山の
や
ま

に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で

知
人
の
修
行
僧
と
偶
然
出
会
い
、都
に
住
む
愛

し
い
人
へ
の
手
紙
を
託
し
ま
す
。『
伊
勢
物
語
』

は
短
い
小
話
を
連
ね
た
歌
物
語
で
す
が
、
人

の
情
、特
に
寂せ
き

寥り
ょ
う

感か
ん

を
巧
み
に
描
き
、多
く
絵

画
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
後
ろ
姿
や
横

顔
の
み
の
人
物
像
を
通
じ
て
、
暗
い
細
道
を

前
に
し
た
男
の
心
細
さ
や
、
愛
す
る
人
へ
の

や
る
せ
な
さ
な
ど
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
場
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
紅
い
蔦
を
描
く

の
は
、蔦
紅
葉
で
知
ら
れ
る
宇
津
山
の
イ
メ
ー

ジ
に
関
連
す
る
だ

け
で
な
く
、
作
者

の
芦ろ

舟し
ゅ
う

に
よ
る
心

情
表
現
の
工
夫
な

の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。（
金
井
裕
子
）

　
本
作
の
よ
う
に
、
浴
び
せ
か
け
る
よ
う
に

金
粉
を
蒔
き
詰
め
る
技
法
の
こ
と
を
「
沃い
か

懸け

地じ

」
と
い
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
蒔
絵
粉
は

大
き
め
で
形
が
揃
わ
な
い
分
、
沃
懸
地
は
豪

華
で
玄
妙
な
輝
き
を
持
ち
ま
す
。
本
作
で
は
、

そ
こ
へ
肉
厚
で
幅
の
広
い
夜
光
貝
の
塊
を
3

つ
ド
バ
ン
！
と
配
置
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
に
、

私
は
こ
の
配
置
の
妙
に
尋
常
な
ら
ざ
る
感
性

を
感
じ
ま
す
。
鞍
の
有
機
的
な
曲
面
に
合
わ

せ
て
貝
を
極
力
割
ら
ず
に
形
を
合
わ
せ
、
ほ

ぼ
1
枚
の
貝
片
か
ら
1
匹
の
獅
子
を
作
り
出

し
て
い
る
点
に
も
注
目
で
す
。
金
地
に
浮
か

ぶ
獅
子
の
姿
は
、
細
分
化
さ
れ
な
い
真
珠
層

の
塊
と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。
馬
の
背
に
置

け
ば
シ
ン
プ
ル
で
力
強
く
、
平
安
後
期
か
ら

鎌
倉
期
に
か
け
て
盛
行
し
た
沃
懸
地
螺
鈿
の

典
型
を
示
す
作
品
で
す
。 

（
福
島
修
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

（元
げん

永
えい

本
ぼん

）下
げ

帖
じょう

平安時代・12世紀
三井高大氏寄贈

日本の書ならでは
の連綿と余白の美
をご堪能ください

◎獅
し

子
し

螺
ら

鈿
でん

鞍
くら

平安～鎌倉時代・12～13世紀　
嘉納治五郎氏寄贈
古式を示す希少な鞍。沃懸地螺
鈿の魅力が理想的な姿で発揮され
ています

　
濃
い
霧
に
包
ま
れ
た
静
か
な
松
林
。
作
品

の
静せ
い

謐ひ
つ

な
た
た
ず
ま
い
と
は
裏
腹
に
、
筆
勢

の
激
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
霧
の
晴
れ
間

か
ら
覗
く
手
前
の
松
葉
は
、
濃
い
墨
を
擦す

り

つ
け
る
よ
う
に
強
く
、
遠
く
の
樹
影
は
淡
い

墨
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
少
し

離
れ
て
作
品
を
眺
め
る
と
、
そ
の
粗
い
筆
触

が
、
画
面
か
ら
漂
う
ひ
ん
や
り
と
し
た
大
気

に
覆お
お

わ
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。

等
伯
は
中
国
の
画
家
・
牧も
っ

谿け
い

か
ら
こ
の
画
の

着
想
を
得
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
作
家
の
安
部
龍
太
郎
は
小
説
『
等
伯
』で
、

本
図
を
、
画
家
の
故
郷
・
能
登
七な
な

尾お

の
気け

嵐あ
ら
し

の
光
景
と
重
ね
て
い

ま
す
。
海
か
ら
濃
く

立
ち
昇
る
蒸
気
の
向

こ
う
に
、
波
や
松
原

を
通
る
風
の
音
が
今

に
も
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
す
。（
鷲
頭
桂
）

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　
安土桃山時代・16世紀

日本の水墨画がたどり
着いたひとつの到達点

◎蔦
つた

の細
ほそ

道
みち

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

深江芦舟筆　
江戸時代・18世紀

細く暗い行く手を前にし
た、男の心情がよく表
現されています

（右隻）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

7

年
1
月
2
日（
木
）〜
1
月
19
日（
日
）

3
室

　
宮
廷
の
美
術
―
平
安
〜
室
町

〜
12
月
25
日（
水
）

7
室

　
屛
風
と
襖
絵
―
安
土
桃
山
〜
江
戸

年
1
月
2
日（
木
）〜
3
月
22
日（
日
）

12
室

　
漆
工

装
飾
料
紙
と
仮
名
が
織
り
な
す
品
格

深
い
秋
色
に
描
か
れ
た
初
夏
の
場
面

煌
び
や
か
な
、
中
世
鞍
の
優
品

国
宝

　 

古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

（
元げ

ん

永え
い

本ぼ
ん

）下げ

帖じ
ょ
う

重
文
　 

蔦つ
た

の
細ほ

そ

道み
ち

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

重
文
　 

獅し

子し

螺ら

鈿で
ん

鞍く
ら

年
1
月
2
日（
木
）〜
1
月
13
日（
月
・
祝
）

2
室

　
国
宝
室

静
と
動
を
あ
わ
せ
も
つ
名
作

国
宝
　 

松し
ょ
う

林り
ん

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
釈
迦
が
入
滅
し
て
か
ら
未
来
の
仏
で
あ
る

弥
勒
菩
薩
が
出
現
す
る
ま
で
の
間
、
現
世
に

は
仏
が
不
在
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。中
国
で
は
、こ
の
間
、地
蔵
菩
薩
が
六
道
、

特
に
地
獄
に
落
ち
て
苦
し
む
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

を
救
う

と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
幡
は
寺
院
の
建
物
の
内
外
を
荘し
ょ
う

厳ご
ん

す
る

た
め
の
道
具
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
幡
も
敦と
ん

煌こ
う

莫ば
っ

高こ
う

窟く
つ

の
洞
窟
内
部
に
つ
る
し
て
、
仏
を

供
養
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
三
角
形
の
部
分
が
幡
頭
、
長
方
形
の
部
分

が
幡
身
で
す
。
ま
た
、
幡
身
わ
き
に
つ
け
ら

れ
た
幡
手
、
下
に
つ
け
ら
れ
た
幡
足
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
装
飾

文
様
を
描
い
た
幡
頭
お
よ
び
地
蔵
菩
薩
を
描

い
た
幡
身
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 

（
勝
木
言
一
郎
）

　
当
館
で
は
、遊
牧
民
研
究
家
・
故 

松ま
つ

島し
ま

清き
よ

江え

氏
が
収
集
し
た
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
の
染
織

を
年
に
一
度
展
示
し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
・
ト
ル
コ
・
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
高

地
や
平
原
で
遊
牧
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

た
部
族
た
ち
は
日
々
の
生
活
に
用
い
る
絨
毯

や
衣
服
、
袋
な
ど
を
、
家
畜
の
毛
を
紡
い
で

鮮
や
か
に
染
め
、
部
族
特
有
の
文
様
を
織
り

出
し
、装
飾
性
豊
か
な
布
で
彩
り
ま
し
た
。

　
こ
の
袋ふ
く
ろ

裂ぎ
れ

は
、布
の
表
面
に
輪
を
作
り
な

が
ら
織
る
こ
と
で
毛
羽
を
立
た
せ
る
パ
イ
ル

織
と
、西
ア
ジ
ア
独
特
の
織
り
技
法
で
あ
る
縫ぬ
い

取と
り

織お
り

の
一
種
、ソ
ウ
マ
ク
織
を
用
い
て
、駱
駝

の
よ
う
な
四
つ
足
の
動
物
や
猫
、幾
何
文
様
な

ど
を
織
り
出
し
て
い
ま
す
。 （
小
山
弓
弦
葉
）

　
銅
像
に
鍍と

金き
ん

を
施
し
た
金こ

ん

銅ど
う

仏ぶ
つ

で
、小
像

な
が
ら
、
髪
の
毛
や
胸
か
ら
裾
ま
で
垂
れ
下

が
る
珠た
ま

飾
り
な
ど
、
細
か
く
丁
寧
に
表
さ
れ

ま
す
。
透す

か
し
彫
り
の
美
し
い
光
背
に
は
、

唐
草
文
様
の
地
に
小
さ
な
仏
坐
像
が
付
い
て

い
ま
す
。

　
丸
顔
に
切
れ
長
の
目
を
刻
む
顔
立
ち
、
ま

る
み
を
帯
び
な
が
ら
も
肉
ど
り
を
抑
え
、
腰

を
引
き
締
め
た
体
つ
き
は
、
中
国
・
隋
時
代

の
仏
像
の
特
色
で
す
。優
れ
た
出
来
栄
え
で
、

当
代
を
代
表
す
る
遺
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
頭
の
飾
り
に
小
さ
な
水す
い

瓶び
ょ
う

が
見
え

る
た
め
、
阿
弥
陀
如
来
に
つ
き
し
た
が
う
勢

至
菩
薩
と
わ
か
り
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
像
の

所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
対
と
な

る
観
音
菩
薩
立
像
は
静
岡
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
西
木
政
統
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

◎勢
せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

中国　
隋時代・6世紀

すらりとした立ち
姿が印象的な菩薩
立像。阿弥陀三尊
を構成していまし
た

　
中
央
部
に
は
大
き

な
瞳
の
饕と
う

餮て
つ

文も
ん

。
瞳
の

上
の
角
の
よ
う
な
も

の
は
上
下
逆
さ
の
小

さ
な
獣
で
、背
中
合
わ

せ
の
左
右
対
称
に
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
饕
餮
文
を
表
現

し
た
瓦
は
現
在
の
北

京
市
一
帯
で
出
土
す

る
こ
と
か
ら
、当
地
を

根
拠
地
と
し
た
戦せ
ん

国ご
く

七し
ち

雄ゆ
う

の
ひ
と
つ
で
あ

る
燕え
ん

国
に
関
連
す
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
本
品

は
大
型
品
で
、
都
市
機
能
の
要
と
な
る
建
物

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。
饕
餮

文
は
、殷い
ん

周し
ゅ
う

時
代
に
こ
そ
流
行
し
ま
し
た
が
、

戦
国
時
代
に
は
下
火
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

実
は
燕
国
で
は
前
4
世
紀
に
王
が
立
つ
と
、

復
古
的
な
思
潮
が
高
ま
り
を
み
せ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
伝
統
と
格
式
の
饕
餮
文
を
採

用
し
た
の
も
そ
の
一
環
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

（
市
元
塁
）

屋根を飾った半月形の瓦。
燕国の瓦の中でも大型品
に属します

饕
とう

餮
てつ

文
もん

瓦
かわら

中国
戦国時代（燕）・前5～前4世紀

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

幡
ばん

中国　唐時代・9世紀
中国敦煌莫高窟蔵経洞
ペリオ探検隊将来品
ギメ東洋美術館交換品

唐時代に製作された
この幡は、敦煌だから
こそ残った貴重な作品
です

袋
ふくろ

裂
ぎれ

 赤
あか

地
じ

猫
ねこ

人
じん

物
ぶつ

幾
き

何
か

文
もん

様
よう

パイル織
おり

・ソウマク織
おり

イラン・ロリ族　20世紀初頭　
小西明人氏寄贈
部族に伝えられた独特の文様や身近な
生き物の姿などを手織で表しています

総合文化展 ｜ 見どころ案内

8

〜

年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

5
室

　
西
域
の
美
術

〜

年
2
月
16
日（
日
）

13
室

　
ア
ジ
ア
の
染
織

〜

年
6
月
7
日（
日
）

4
室

　
中
国
文
明
の
は
じ
ま
り

〜

年
4
月
12
日（
日
）

1
室

　
中
国
の
仏
像

洞
窟
内
を
お
ご
そ
か
に
飾
っ
た
幡

不
思
議
で
愛
ら
し
い
、
遊
牧
民
の
文
様

に
ら
み
を
き
か
せ
る
大
き
な
瓦

丹
念
な
造
形
に
、
思
わ
ず
た
め
息

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

幡ば
ん

袋ふ
く
ろ

裂ぎ
れ 

赤あ
か

地じ

猫ね
こ

人じ
ん

物ぶ
つ

幾き

何か

文も
ん

様よ
う

パ
イ
ル
織お

り

・
ソ
ウ
マ
ク
織お

り

饕と
う

餮て
つ

文も
ん

瓦か
わ
ら

重
文
　
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　

　
マ
ン
ド
リ
ン
は
、
西
洋
に
お
い
て
絵
画
の

モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

黒
田
清
輝
の
師
で
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ

ン
も
、マ
ン
ド
リ
ン
を
弾
く
女
性
像
「
弾
手
」

を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
は
、フ
ラ
ン

ス
に
留
学
し
て
い
た
黒
田
が
親
し
ん
だ
絵
画

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　
黒
田
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
画
題
を
描

い
た「
マ
ン
ド
リ
ン
を
持
て
る
女
」は
、コ
ラ

ン
の
作
品
と
は
異
な
り
、マ
ン
ド
リ
ン
を
弾

き
終
え
て
、な
に
か
物
思
い
に
ふ
け
る
女
性

を
妖
艶
に
表
し
て
い
ま
す
。
後
に
、
作
品
を

見
た
コ
ラ
ン
か
ら
そ
の
出
来
栄
え
を
認
め
ら

れ
た
逸
品
で
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
野
城
今
日
子
）

　
み
み
ず
く
似
の
愛
ら
し
い
顔
の
表
現
か

ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
土
偶
で
す
。
縄

文
時
代
後
期
後
半
か
ら
晩
期
前
半
の
関
東
地

方
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
頭
部
の
突
起
は

結
っ
た
髪
や
竪た
て

櫛ぐ
し

を
、
耳
に
貼
り
付
け
た
円

板
は
耳
飾
り
を
表
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
み
み
ず
く
土
偶
は
他
の
縄
文
土
偶
よ

り
も
大
き
く
表
現
さ
れ
た
耳
飾
り
が
特
徴
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
み
み
ず
く
土
偶
が
盛
行
す
る
時
期
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
き
さ
や
形
そ
し
て
文
様
を
も
つ

耳
飾
り
が
数
多
く
つ
く
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

縄
文
社
会
に
お
け
る
耳
飾
り
の
果
た
し
た
役

割
が
大
き
く
な
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
み
み
ず
く
土
偶
の
大
き
な
耳
飾
り
に

も
何
か
し
ら
の
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
品
川
欣
也
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

みみずく土
ど

偶
ぐう

縄文時代（晩期）・
前1000～前400年
埼玉県鴻巣市滝馬室出土

愛らしい顔の表現と一緒に大きな
耳飾りにも注目してください

　
ネ
ッ
ト
上
に
は
多
く
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
分
野
や
テ
ー
マ
ご
と
に
わ
か
れ
て
い
て
、

個
々
の
デ
ー
タ
は
孤
立
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
本

来
、
知
識
と
は
分
野
や
テ
ー
マ
を
こ
え
て
相
互
に

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
。
一
枚
の
絵
が
あ
れ
ば
作

者
が
、
そ
の
作
者
に
は
他
の
作
品
が
、
さ
ら
に
は

弟
子
が
い
た
り
著
書
も
あ
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
情
報
を
「
芋
づ
る
式
」に
辿
っ
て
い

く
た
め
の
「

リ

ン

ク

ト 

デ

ー

タ

」（
デ
ー

タ
同
士
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
「
デ
ー
タ
ウ
ェ
ブ
」を
構

築
す
る
）
技
術
が
、
近
年
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
当
館
の
所
蔵
品
の
デ
ー
タ
を
国
立
国
会
図

書
館
の
著
者
名
デ
ー
タ
や
、
海
外
の
博
物
館
が
保

有
す
る
芸
術
家
の
人
名
デ
ー
タ
、
そ
の
他
様
々
な

分
野
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
試
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
知
識
や
発
見
を
得
る
た
め
に
、
こ
う
し
て
で
き

た
大
き
な
デ
ー
タ
ウ
ェ
ブ
の
中
を
探
索
す
る
ツ
ー

ル
を
つ
く
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。（
村
田
良
二
）

新
た
な
発
見
を
求
め
て
、

デ
ー
タ
探
索
ツ
ー
ル
を
つ
く
る

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○5

　
断
片
と
化
し
た
織
物
の
な
か
で
、
軽
や
か

に
天
衣
を
ひ
る
が
え
す
仏
の
姿
。
飛
鳥
時

代
の
後
期
に
制
作
さ
れ
た
刺
繡
作
品
で
す
。

も
と
は
幡ば
ん

と
い
う
仏
教
儀
礼
で
用
い
る
旗

の
吹
き
流
し
部
分
で
あ
る
幡ば
ん

足そ
く

で
し
た
。

幡
足
は
ヒ
ラ
ヒ
ラ
は
た
め
く
も
の
で
あ
る

た
め
、
実
は
両
面
刺
繡
と
い
う
特
殊
な
技
法

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
「
し

じ
ら
」
と
い
う
経た
て

糸
・
緯よ

こ

糸
に
強
い
撚
り
を

掛
け
た
絹
織
物
に
刺
繡
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
同
じ
織
物
の
断
片
が
灌か
ん

頂じ
ょ
う

幡ば
ん（
宝
物

館
第
1
室
に
展
示
）
の
下
端
に
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
繡
仏
裂
は
も
と
灌
頂

幡
の
幡
足
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

（
三
田
覚
之
）

◎繡
しゅう

仏
ぶつ

裂
ぎれ

　飛鳥時代・7世紀

聖徳太子の母である間
はし

人
ひと

皇
こう

后
ごう

と妃の
膳
かしわでの

妃
きさき

が刺繡したとの伝承があります

「Linked Data」によって互いに
つながったデータベースのイメージ

https://github.com/lodinitiative/JLDC, 
ⒸFumihiko Kato, 2015-11-18, CC-BY

マンドリンを持
も

てる女
おんな

黒田清輝筆　明治24年（1891）
サロン（展覧会）に向け、パリのモデルを
雇って描かれた黒田の力作のひとつです

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9

12
月
17
日（
火
）〜

年
1
月
19
日（
日
）

第
6
室
　
染
織
―
蜀
江
錦
と
繡
仏
裂

12
月
17
日（
火
）〜

年
3
月
15
日（
日
）

黒
田
記
念
室

年
1
月
2
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

考
古
展
示
室

高
度
な
刺
繡
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た

仏
の
姿

師
も
絶
賛
、
黒
田
渾
身
の
女
性
像

愛
ら
し
さ
の
中
に
見
え
て
く
る

縄
文
の
風
俗

重
文
　
繡し

ゅ
う

仏ぶ
つ

裂ぎ
れ

マ
ン
ド
リ
ン
を
持も

て
る
女お

ん
な

み
み
ず
く
土ど

偶ぐ
う
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10

1-1

1-2

3-15・6

3-3 2

8-1

3-2

7

2020/1/2㊍-6/21㊐

◎埴
はに

輪
わ

 腰
こし

かける巫
み

女
こ

古墳時代・6世紀　群馬県大泉町古海出土
贅沢な装いで鈴鏡を腰から下げる、椅子に
座った高貴な巫女です

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-12/25㊌

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀

-2020/2/16㊐

◎梨
なし

地
じ

笹
ささ

龍
りん

膽
どう

車
ぐるま

紋
もん

蒔
まき

絵
え

糸
いと

巻
まきの

太
た

刀
ち

（太刀　銘 貞
さだ

真
ざね

の拵
こしらえ

）
江戸時代・17～18世紀　㈶雲州三谷家明徳会寄贈

江戸時代の高位の武士が直垂や大紋を着る際に用いた刀
装で、この鞘にみる家紋は有馬家のものです

2020/1/2㊍-2/2㊐

賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

断
だん

簡
かん

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆
奈良時代・8世紀
筒井邦子氏寄贈
「大聖武」と称される雄渾
な書風の『賢愚経』断簡
です

2020/1/2㊍-1/19㊐

◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

（元
げん

永
えい

本
ぼん

）下
げ

帖
じょう

平安時代・12世紀
三井高大氏寄贈
『古今和歌集』を
完存する遺品。装
飾料紙と仮名の
共演がすばらし
いです
（→7ページ）

大
おお

井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

　佐
さ

野
の

井
い

戸
ど

朝鮮　朝鮮時代・16世紀
広田松繁氏寄贈

桐
きり

竹
たけ

文
もん

鏡
きょう

　青家次作
安土桃山時代・天正16年（1588）
作者の青家次（あおいえつぐ）は
皇室の御用鏡師。皇室ゆかりの
桐を豪勢に表します

-2020/1/26㊐

源
げん

氏
じ

絵
え

彩
さい

色
しき

貝
かい

桶
おけ

江戸時代・17世紀

-12/25㊌

◎蔦
つた

の細
ほそ

道
みち

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　
深江芦舟筆　江戸時代・18世紀　（→7ページ）

-2020/2/9㊐

◎樫
かし

鳥
どり

糸
いと

肩
かた

赤
あか

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

陸奥三春藩主秋田家伝来
室町時代・15世紀
秋田一季氏寄贈
福島県の三春藩を治めて
いた秋田家に伝来した胴
丸で、精緻な彫金は中世
後期の甲冑のなかでも屈
指のものです

12/3㊋-2020/2/24㊊㊡

文
ぶん

琳
りん

茶
ちゃ

入
いれ

 銘 宇
う

治
じ

中国　南宋～元時代・13世紀
松永安左エ門氏寄贈
文琳とは林檎の形に由来する名前ですが、
この茶入は肩が張っているのが特徴的です

2020/1/2㊍-2/2㊐

綱
つな

絵
え

巻
まき

　室町時代・16世紀

平安時代の武将、渡辺綱が羅生門に住む鬼を退治する
物語です

-12/25㊌

◉法
ほ

華
け

経
きょう

一
いっ

品
ぽん

経
きょう

 勧
かん

持
じ

品
ほん

鎌倉時代・13世紀　埼玉・慈光寺蔵
埼玉県慈光寺に伝来した鎌倉時代初期を代表する
装飾経です

-12/25㊌

弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

図
ず

像
ぞう

高山寺伝来
鎌倉時代・13世紀
密教的に改変された、腕が
30本もある弥勒菩薩像です

2020/1/2㊍-2/2㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

十
じゅう

六
ろく

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

11世紀仏画の代表作のひとつ
です。穏やかな彩色の美しさ
が特徴です

2020/1/2㊍-2/2㊐

○鷹
たか

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

雪村周継筆  室町時代・16世紀
松永安左エ門氏寄贈

-12/25㊌

◎四
し

季
き

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

楊月筆  室町時代・15世紀

戦国武将好
みの鷹の絵。
隠し絵のよう
なウサギを
見つけられる
でしょうか

2020/1/2㊍-2/9㊐

花
はな

車
ぐるま

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　江戸時代・17世紀
金で装飾された花車に四季の花々。大名家の間で人気の
あったモチーフです

-12/25㊌

◎袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

弥生時代（後期）・1～3世紀
滋賀県野洲市小篠原字大岩山出土

（部分）

（右隻）

（部分）

（右隻）

（部分）

（部分）

2020/1/2㊍-1/13㊊㊗
◉松

しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　長谷川等伯筆　安土桃山時代・16世紀

松林の空気感までも感じられるような水墨山水画の
傑作です（→7ページ）

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町
3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

（13-1： 金工　休室） 
（13-2： 刀剣　休室） 
（13-3： 陶磁　休室）
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

示案内
～1月］



※本館13室は2020年3月9日（月）まで閉室します。　※本館11･12･14 ～18室は12月9日（月）～2020年1月1日（水・祝）まで閉室します。11

8-2

11 

18 

15 

16 

14

9

10 
浮世絵

10 
衣装

12 

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-12/22㊐

見
み

立
たて

小
お

倉
ぐら

山
やま

図
ず

　東艶斎花翁筆　江戸時代・18世紀

式子内親王が藤原定家の山荘を訪ねる様子を当世風に
描いています

-12/25㊌

一
いっ

茶
さ

像
ぞう

自
じ

画
が

賛
さん

「子
こ

どもらを云
うん

々
ぬん

」
小林一茶筆
江戸時代・19世紀
久世民榮氏寄贈
『おらが春』の句「子どもら
を心でおがむ夜寒かな」を、
自画像に添えた晩年の作

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

（善
ぜん

光
こう

寺
じ

式
しき

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

中
ちゅう

尊
そん

）
鎌倉時代・文永2年（1265）
長野・善光寺の秘仏本尊である
阿弥陀三尊像の中尊を模した、
鎌倉時代の優品です

雪
せっ

中
ちゅう

の鷲
わし

柴田是真筆　
明治時代・19世紀
鷲が獲物を狙い、逃した一連
の動きが精妙に表現されてい
ます

2020/1/2㊍-2/24㊊㊡

側
そば

次
つぎ

 金
きん

地
じ

石
いし

畳
だたみ

宝
たから

尽
づくし

模
も

様
よう

毛利家伝来　江戸時代・18世紀
中国の八宝模様が日本にも伝わり、
富の象徴である宝尽模様として愛好
されました

-12/25㊌

小
こ

袖
そで

白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

枝
し

垂
だれ

楓
かえで

笠
かさ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

2020/1/2㊍-2/24㊊㊡

打
うち

掛
かけ

 白
しろ

繻
しゅ

子
す

地
じ

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

洲
す

浜
はま

台
だい

宝
たから

尽
づくし

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀
祝用の飾りである州浜台、松竹梅、宝尽し
など吉祥模様にあふれた晴着です

◎獅
し

子
し

螺
ら

鈿
でん

鞍
くら

平安～鎌倉時代・12～13世紀
嘉納治五郎氏寄贈
蒔絵の金色と螺鈿の白色の対比
が鮮やか。古式を示す希少な中
世鞍の名品です（→7ページ）

擂
すり

鉢
ばち

形
がた

水
みず

指
さし

丹波　江戸時代・17世紀
宮脇真理氏寄贈
丹波で中世からつくられ
た擂鉢の形をした珍しい
水指です

-12/8㊐

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

伊賀
江戸時代・ 
17世紀

2020/1/2㊍-4/12㊐

アンビン（緑
りょく

釉
ゆう

把
は

手
しゅ

付
つき

水
すい

注
ちゅう

）
沖縄本島　壺屋焼
第二尚氏時代・
18世紀末～19世紀

酒や水を入れ
て使用した手
付きの注器。
沖縄で「アン
ビン」と呼ばれ
るものです

2020/1/2㊍-2/9㊐

松
しょう

梅
ばい

孤
こ

鶴
かく

図
ず

伊藤若冲筆　
江戸時代・18世紀
植松嘉代子氏寄贈
中国・明時代の絵を元にし
て、松の上で休む鶴をユー
モラスに描いています

2020/1/2㊍-2/24㊊㊡

◎十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞう

（未
び

神
しん

）
京都・浄瑠璃寺伝来　鎌倉時代・13世紀
十二神将立像のうちの未神。
運慶系統の仏師の作とみられます

2020/1/2㊍-2/9㊐

無
む

我
が

横山大観筆　
明治30年（1897）
「無」の概念を本図で表して、
新しい日本絵画の創造を試み
ました

長
ちょう

絹
けん

 紫
むらさき

地
じ

扇
おうぎ

牡
ぼ

丹
たん

菊
きく

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

（部分）

2020/1/2㊍-2/24㊊㊡

◎ 伊
い

勢
せ

路
じ

見
み

取
とり

絵
え

図
ず

 松
まつ

坂
ざか

：機
はた

織
おり

殿
どの

、小
おば

俣
た

、
　山
やま

田
だ

：外
げ

宮
くう

、宇
う

治
じ

：内
ない

宮
くう

・ 二
ふた

見
み

・磯
いそ

部
べ

道中奉行所編
江戸時代・文化3年
（1806）
浅草文庫旧蔵
松坂から宇治・
神宮を経る伊勢
路の沿道を詳細
に描いた図です

12/24㊋-2020/1/19㊐

羽
は

根
ね

付
つき

図
ず

　礒田湖龍斎筆　江戸時代・18世紀

貝
かい

譜
ふ

江戸時代・19世紀
大小様々な貝が
真に迫る丁寧な
彩色で、標本箱
の中にあるかの
ように描かれて
います

盆
ぼん

北海道アイヌ　
19世紀
徳川頼貞氏寄贈

羽根突きを楽し
む女性達。特別
注文によって制
作された細緻
な描写がみどこ
ろです

2020/1/2㊍-3/22㊐

◎御
ご

所
しょ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

江戸時代・17世紀
（→3ページ）
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教育普及事業

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス

講演会
月例講演会「日本における中国書画の愛好」
日時：12月14日（土）　13：30～15：00
講師：六人部克典（登録室研究員）

古くから日本に舶載された中国の書画は、独自の美意識のもとに鑑賞され
てきました。日本における愛好の歴史に注目して中国書画の名品をご紹介
します。

月例講演会「能面の造形と魅力」
＊関連展示：本誌6ページ
日時：2020年1月11日（土）　13：30～15：00
講師：川岸瀬里（教育普及室研究員）
ここ数年の調査の結果を交えながら、能面の造形とその魅力をお伝えします。

＊会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
正倉院の幡
日時：12月3日（火）　14：00～14：30
場所：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：沢田むつ代（客員研究員）
法隆寺と正倉院に伝えられている幡（旗のようなもの）は、時代とともに形
などに変化がみられます。両者の違いを比べてみましょう。

古代世界の工芸品の細部に迫る 
＊関連展示：本誌2ページ
日時：12月10日（火）　14：00～14：30
場所：東洋館ミュージアムシアター
講師：小野塚拓造（平常展調整室研究員）
特別展「人、神、自然―ザ・アール・サーニ・コレクションの名品が語る古
代世界―」出品作品の細部や、鑑賞ポイントをご紹介します。

大黒天と鼠
＊関連展示：本誌4ページ
日時：2020年1月21日（火）　14：00～14：30
場所：本館特別1室
講師：河野正訓（考古室研究員）
子宝、繁栄、幸福の象徴として人々に愛されてきた鼠について、神々と関連
付けて解説します。

狩
か
野
のう
永
えい
敬
けい
『十

じゅう
二
に
ヶ
か
月
げつ
花
か
鳥
ちょう
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
』

日時：2020年1月28日（火）　14：00～14：30
場所： 本館地下 みどりのライオン  

（教育普及スペース）
講師：遠藤楽子（百五十年史編纂室主任研究員）
十二ヶ月花鳥図屛風（2020年1月2日〈木〉～2月9日〈日〉
本館7室にて展示）について見どころをご紹介します。

旧石器時代の狩猟具
日時：2020年1月31日（金)　18：30～19：00
場所：平成館考古展示室
講師：飯田茂雄（考古室研究員）
今から1万年を遡る旧石器時代に暮らした人々は、狩猟採集によって日々の
糧を得ていました。彼らの生活になくてはならない狩猟具の紹介を通して、
その生活に迫ります。

東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク

『子
ねの
日
ひ
蒔
まき
絵
え
棚
だな
』にみる光

こう
悦
えつ
の意匠

日時：2020年1月31日（金）、2月5日（水）、21日（金）、26日（水）
解説：泉山真悠（美術研究科芸術学専攻 工芸史研究室）
場所：本館12室
「子日蒔絵棚」を通して、本阿弥光悦の蒔絵の魅力をご紹介します。

『十
じゅう
二
に
ヶ
か
月
げつ
花
か
鳥
ちょう
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
』の魅力

日時： 2020年1月15日（水）、19日（日）、26日（日）、
2月1日（土）、6日（木）、9日（日）

解説：内田夏帆（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）　
場所：本館7室
屛風という形式を意識しながら、四季折々の景物が作り出す空間について
お話しします。

『雪
せっ
中
ちゅう
群
ぐん
鶏
けい
』にみる渡

わた
辺
なべ
省
せい
亭
てい
の洋風表現

日時： 2020年1月12日（日）、18日（土）、22日（水）、23日（木）、
28日（火）、29日（水）

解説：榎本佳（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
場所：本館18室
明治時代、独自の作風を展開した渡辺省亭による日本画「雪中群鶏」の魅力
をご紹介します。

青
あお
木
き
繁
しげる
が描きだした神話画『日

やまとたけるのみこと
本武尊』

日時：2020年1月17日（金）、2月28日（金）
解説：柯輝煌（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
場所：本館18室
明治後期の西洋画家・青木繁の「日本武尊」に注目し、神話がどのように描
き出されたのかお話しします。

ヴィンチェンツォ・ラグーザの『日本の婦人像』
日時： 12月5日（木）、2020年1月24日（金）、

2月13日（木）、18日（火）、20日（木）、27日（木）
解説： 小梨貞子（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
場所：本館18室
ラグーザの「日本の婦人像」の魅力を、明治の時代背景を交えてご紹介します。

雪
せっ
村
そん
の『鷹

たか
山
さん
水
すい
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
』の画面構成について

日時： 2020年1月7日（火）、8日（水）、16日（木）、21日（火）、30日（木）、
2月2日（日）

解説：笹尾梨良（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
場所：本館3室
雪村周継が描いた動物や自然の屛風における魅力についてお話しします。

宝
ほう
慶
けい
寺
じ
石
せき
仏
ぶつ
龕
がん
のかたちとその意味

日時： 2020年1月9日（木）、11日（土）、25日（土）、
2月4日（火）、8日（土）、12日（水）

解説：中西希（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
場所：東洋館1室
唐時代・8世紀の仏像の魅力について、かたちと図像の意味を中心にご紹介
します。

宮
みや
川
がわ
香
こう
山
ざん
と明治の『日本』

日時：2020年2月14日（金）、16日（日）、19日（水）、23日（日・祝）
解説：橋詰果歩（美術研究科芸術学専攻 工芸史研究室）
場所：本館18室
超絶技巧の『褐釉蟹貼付台付鉢』に込められた香山の想いを、明治時代の「日
本」を交えながらお話しします。

＊各回15：30～15：50
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十二ヶ月花鳥図屛風
狩野永敬筆  江戸時代・17世紀

（部分）



　　

＊事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
　実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先にお電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的にのみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。
＊ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー　
［往復はがき・ウェブサイトフォーム］事前申込制

バックヤードツアー
「保存と修理の現場へ行こう」
文化財の保存と修理についての解説および修理室等の
バックヤードツアーを行います。関連展示や修理室、さ
らに修理や研究で使っている大型CTスキャナーなどをご
案内します。

日　時：2020年3月27日（金）　14：00～16：30
定　員：60名程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は、別途当日

の入館料が必要）

申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。
往復はがきの場合は、「往信用裏面」に（1）氏名・ふりがな、（2）
郵便番号・住所・電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・
氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。

※ 1回の入力もしくは1枚のはがきで、1名のみ申込可。
※ 申込みは1名につき1回（1通）までです。2回（2通）目以降は、無効となり
ます。

申 込 先： 〒110-8712
東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館
教育講座室
「バックヤードツアー」係

申込締切：2020年1月9日（木）必着
お問合せ： TEL 03-3822-1111（代）　 

教育講座室

定　　員：20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参 加 費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館

料が必要）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。

往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名ま
で）の氏名・ふりがな・学年、（2）参加者の郵便番号・住所（参加
者全員）、（3）代表者の電話番号、（4）保護者が一緒の場合は保護
者の人数を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を
明記のうえ、下記申込先にお送りください。

申込締切：2020年1月6日（月）必着
申 込 先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館ボランティア室
「2月2日勾玉作り（こども）」係

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業　
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　

子どもの勾玉作り
平成館考古展示室にある勾玉を見学した後に、
滑石を加工してオリジナルの勾玉を制作しま
す。完成作品はお持ち帰りいただけます。

日時：2020年2月2日（日）　13：30～15：30
会場： 本館地下 みどりのライオン  

（教育普及スペース）
対象：小学3年生～中学生（保護者の見学可）

東博ボランティアデー（12月7日〈土〉・8日〈日〉）では、ボランティア活動を紹
介するツアーや、募集説明会、ボランティアによる各種ガイドツアーを実施し
ます。お気軽にご参加ください。

◆ボランティア活動紹介ツアー・質問コーナー
時間： 各日10：30～11：30、13：30～14：30、15：00～16：00

（随時受付、ツアー時間は30分程度）　
受付：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティア募集説明会
時間： 各日10：00～10：30、13：00～13：30、14：30～15：00、

16：30～17：00
場所： 本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

12月7日・8日　東博ボランティアデー2019

令和2年度　ボランティア募集のお知らせ
令和2年（2020）4月から3年間の
任期で活動するボランティアを約
50名募集します。活動内容は、来館
者対応が中心です。館内のご案内や
体験コーナーでの運営などのほか、
職場体験の生徒さんとの活動、イベ
ントやワークショッププログラム
の補助、スクールプログラムの一部
実施などを行っています。さらに興味があれば、ガイドツアーなども行う
ことができます。

条 件： 18歳以上、月2回以上の活動ができること。そのほか、資格は
必要ありません。トーハクが好き、人と接するのが好き、前向き
で協調性のある方の応募をお待ちしています。

応募受付： 12月9日（月）～2020年1月9日（木）
（17時必着。郵送のみ受付）

応募用紙は当館ウェブサイトからもダウンロードできます。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

めったに見られない
現場に行ける
チャンスです！
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やってみたいけどちょっと不安…。そんな方はぜひご参加くださいだほー



イベント＆インフォメーション  

特別会員 
日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様

維持会員
株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
松本建設株式会社 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様

団体

日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 東京書芸館 様
株式会社 三美テックス 様
キヤノン株式会社 様

株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様

東京国立博物館賛助会員　2019年9月25日現在

株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社 ロイスダール 様
株式会社オカムラ 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様

エクスロン・インターナショナル株式会社 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 前田酒店 様
株式会社 サザンプランニング 様
株式会社 ナガホリ 様
株式会社 ジェイ・フィールド 様
東京書籍株式会社 様
株式会社 シンメイ 様

個人
プレミアム会員
井茂 圭洞 様
黒田 賢一 様
岩間 良孝 様
髙木 千鶴子 様

特別会員 
永久 幸範 様
辻 泰二 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
増山 育男 様
島田 仁 様
久保 和子 様

維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
玉野 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様

池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
髙木 美華子 様
𠮷原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様

木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
小西 晫也 様
田中 望 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
楠 冨久美 様
加藤 孝明 様

伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
尾﨑 邑鵬 様
法橋 建 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
師田 久子 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様

荒木 章 様
栁村 衞 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
佐藤 貴士 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
髙山 真行 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
中村 光宏 様

中島 米治郎 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様

岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
庄司 浩 様
大貫 健司 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
清水 延晏 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様

北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
箕田 好文 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
石堂 裕二 様
岩井 順一 様
菊池 伸彦 様
牧野 友衛 様
藤本 久子 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
飯浜 修 様
野島 信明 様
椎名 功 様
大内 裕子 様
小澤田 真弓 様

米山 眞満 様
堀内 洋志 様
廣中 雅子 様
秋田 光祥 様
平櫛 弘子 様
中島 瑞穂 様
塩崎 豊 様
茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
金子 勝廣 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
関 守利 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様
櫻井 めぐみ 様
山脇 成啓 様
長谷部 理恵 様
中村 俊之 様
柴田 博志 様
阿部 隆夫 様
宮崎 文子 様
麻生 正信 様
古瀬 敏 様
井上 靖代 様
髙橋 康之 様
山嵜 進 様
横山 峻 様
小山 美知子 様

夛賀 浩一 様
神田 裕子 様
藤谷 康男 様
大西 史子 様
菅原 史詠 様
渡瀬 洋子 様
本澤 昌宏 様
荒木 駿 様
青木 茉莉花 様
加治 啓子 様
鈴木 智子 様
猿橋 正樹 様
大浦 喜成 様
佐藤 宣雄 様
菊地 明子 様
西村 修一 様
杉本 孝夫 様
秋葉 桂子 様
近藤 恵利加 様
神長 克一 様
塩澤 美紗 様
於保 浩志 様
西村 卯 様
柴田 和久 様
前田 博 様
前田 陽子 様
冨士原 亨 様
田中 慶一 様
前田 裕一 様
梶原 泉 様
吉澤 映人 様
三木 正夫 様
青木 裕子 様

小森 義記 様
西内 馨子 様
河内 重人 様
荒木 理江 様
佐藤 真希 様
鈴木 章弘 様
藤村 由貴子 様
石井 千明 様
大島 千秋 様
西倉 美奈 様
安藤 佳幸 様
横山 隆吉 様
杉森 光子 様
新井 公之 様
菅原 朋子 様
金子 真理奈 様
林 哲治 様
佐藤 真 様
藪本 俊一 様
藪本 泰子 様
藪本 英介 様
藪本 茎子 様
名取 顕二 様
星野 文仁 様
宮村 忠良 様
長瀬 俊泰 様
福田 美知子 様
菅原 崚司 様
藤原 昂平 様
文屋 祝男 様
深谷 久美子 様
飯田 太志 様
福田 倫子 様

犬飼 信広 様
二宮 淳恵 様
蓮沼 剛 様
野末 正博 様
飯野 倫子 様
牧野 知之 様
片瀬 七朗 様
杉山 桃子 様
田村 淳 様
伊藤 友彦 様
石井 誠一郎 様
酒井 雄一郎 様
岡田 美代 様
内田 善行 様
稲垣 加寿美 様
前田 昌彦 様
吉岡 大介 様
戸辺 毅 様
佐藤 敏昭 様

ほか207名、
2社、順不同

「モノ」を通じて、「歴史」と現代との対話を真摯に紡いでゆく場―それが
ミュージアムです。第6回目にあたる今年度は、ミュージアムの現場に基づい
て、様々な視点から「日本美術」を語りあい、共に理解しあうためのきっかけ
として、開催いたします。
日時：2020年2月1日（土）　10：00 ～17：20（開場9：30） ＊休憩あり
会場：平成館大講堂
基調講演：吉田憲司（国立民族学博物館長）
発表者：スティーブン・サレル（ホノルル美術館）／フランク・フェルテンズ
（フリーア美術館）／カーン・トリン（リートベルク美術館）／松嶋雅人（文
化財活用センター、東京国立博物館）　＊同時通訳付
定員：300名（事前申込制、先着順）　聴講無料
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当

展示環境改善等のため以下の通り展示室の一部を閉室します。
本館13室：2020年3月9日（月）まで
本館11～18室：12月9日（月）～2020年1月1日（水・祝）

休館・閉室情報国際シンポジウム　展示室で語る「日本美術」

特別公開「高御座と御帳台」の観覧について
天皇陛下の即位を内外に示す10月22日の即位礼正殿の儀で天皇陛下が
昇られた高

たか

御
み

座
くら

と皇后陛下が昇られた御
み

帳
ちょう

台
だい

を特別公開します。
※詳細は本誌5ページ
公開期間：12月22日（日）～2020年1月19日（日）
会場：東京国立博物館　本館特別4室・特別5室
　※会場内では、個人利用に限り写真撮影が可能です。
　※ 会場入口にて手荷物検査を実施いたします。手荷物（貴重品および携帯電

話・カメラ等）以外は会場内へお持ち込みいただけません。表慶館前に荷物
預かり所をご用意しております。

料金： 無料
　※ ただし、総合文化展および特別展の観覧には別途入館料が必要です。

◎年会費
〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上
　特別会員 100万円（1口）／維持会員 20万円
〈個人〉プレミアム会員 100万円以上
　特別会員 20万円／維持会員 5万円

◎申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

◎お問合せ
電話 03-3822-1111（代）　総務課賛助会担当

博物館事業の充実のための支援制度です。
◎主な特典
　特別展内覧会へのご招待 など

東京国立博物館賛助会員募集のご案内

『東京国立博物館ニュース』は2020年6月よりリニューアルいたします。主
な変更点は下記のとおりです。
2020年4-5月号まで年6回発行→2020年6月より年4回発行（6-8月号、
9-11月号、12-2月号、3-5月号）
＊ニュース会員等の定期購読者様へは別途定期発送時にお知らせいたします。

『東京国立博物館ニュース』リニューアルについて

新春東博寄席2020

日時：2020年1月26日（日）　開場13：00　開演13：30
会場：平成館大講堂　出演：金原亭馬生、古今亭菊春ほか
料金：2,000円（全席自由）　＊当日はイベントチケットで総合文化展をご覧いただけます。
〈チケットのお求め方法〉
○当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）
○ローソンチケット（Lコード：31855）
TEL：  0570-000-407（10：00 ～ 20：00オペレーター対応）

0570-084-003（24時間自動音声、要Lコード）
○ウェブサイト：http://l-tike.com/　○直接購入：ローソン・ミニストップ店頭Loppi
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当　
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日、年末年始は除く）
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9：30～ 17：00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館、翌平日は
休館）、年末年始（ 12月26日〈木〉～ 2020年
1月1日〈水・祝〉）
● 2020年3月30日（月）は開館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になるこ
とがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効　 年会費　8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物
館の特別展観覧券を6枚と、本誌の定期購読、ショッ
プ、レストラン割引等さまざまな特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚提供します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
 東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（1年分）

【特典】 東京国立博物館ニュースを1年分ご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申込みで
100円割引。（2020年6月より年4回発行となります。）
＊次号よりご送付希望の場合、締切は2020年1月10日（金）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします 
　（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジッ
トカードまたは郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4
館共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名
（ふりがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、
⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガ
ジン希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記
口座までお振替ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。

＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的に
のみ使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令
を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代） 総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、
ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
https://www.tnm.jp/

総合文化展の電子チケットのオンライン販売を開始しました。お手持ちのス
マートフォンでチケット画面をご提示いただくことで、チケット購入の列にお並
びいただくことなく、ご入館いただけます。ご購入いただける外部サイト・スマー
トフォンアプリの詳細については、当館ウェブサイトでご確認ください。

オンラインチケットの導入について

① 「《研究ノート》東京国立博物館蔵　司徒永孫等三尊像」 
石松日奈子（清泉女子大学・東京国立博物館客員研究員）
② 「《研究ノート》法隆寺献納宝物　伎楽面の復元模造制作について」
　 三田覚之（文化財活用センター貸与促進担当研究員・東京国立博物館調
査研究課研究員）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは中央公論事業出版 
（TEL：03-5244-5723）

定価：1,572円（税込）

『MUSEUM』682号（2019年10月15日発行）の掲載論文

※12月22日（日）までは『正倉院一時を超える想い』を上演
VR作品『色絵月梅図茶壺・八橋螺鈿蒔絵硯箱』
2020年1月2日（木）～3月8日（日）（予定）
野々村仁清作の重要文化財「色絵月梅図茶
壺」、そして尾形光琳作の国宝「八橋蒔絵
螺鈿硯箱」は、いずれも江戸時代につくら
れた日本を代表する工芸品です。細部を拡
大して見たり、作品を“内側”から見たりする
視点によって広がるのは、名工が作り出し
た絶対的な美の世界。日本が誇る名宝の美しさをミュージアムシアターでご
堪能ください。
料金： 一般・大学生・高校生500円、小学生・中学生300円、未就学児、

障がい者とその介護者1名は無料（1作品／1回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約35 分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

TNM & TOPPANミュージアムシアター

特別展チケットプレゼント

日本書紀成立1300年 特別展「出雲と大和」（2020年
1月15日〈水〉～3月8日〈日〉→2ページ）無料観覧券
（10組20名様）をプレゼントします。締切は2020年2
月10日（月）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢、ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記
入のうえ、下記までお送りください。発表は発送をもっ
て代えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース12-1月号」プレゼント係

表紙：◎御所車蒔絵硯箱　江戸時代・17世紀

1月中旬に
メールマガジンが
リニューアルするほ！
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九州とインドネシアの不思議？な縁
　昨夏に九州国立博物館から異動してきま
した。広い展示室では、どうしても九州に
縁のあるものに目がとまります。なかでも
お気に入りは平成館・考古展示室の重要
文化財「石人」。阿蘇の石を削った荒々し
さと物悲しい表情がたまりません。火山の
島、九州には石の文化が息づいてます。
　ところで、目下、私の興味はインドネシ
アのスマトラ島南部。フィールドであるパセマ高原では、今も多くの
石人が出迎えてくれます。しかも、九州に多い彩色壁画のある古墳も
あります。九州とスマトラ、石の文化がつなぐ縁は、古代の壮大なロ
マンを感じさせてくれます。 （調査研究課長・河野一隆）

トーハクの

つ ぶ やき

地元が同じ2人の記念写真！
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1
日

「トーハク劇場へようこそ！」11：00～12：00、
14：00～15：00　法隆寺宝物館　 14：30

2
月

休館日

3
火

「正倉院の幡」14：00 本館地下みどりのライオン（教育普及スペース）
11：00

4
水

5
木

｢ヴィンチェンツォ・ラグーザの『日本の婦人像』｣15：30
本館18室　 11：00

6
金

夜間開館（21：00まで）　 15：00　
♪トーハク ジャズフェスティバル＊1

7
土

夜間開館（21：00まで）　東博ボランティアデー　 10：00　 10：40　 11：00　 11：20
11：30　 12：10　 12：40　 13：20　 14：00　 14：50　 15：30　 16：10

♪トーハク ジャズフェスティバル＊1

8
日

東博ボランティアデー　 10:40　 11:00、13:00　 11:20　 12:00
12:10 13:00　 13:40　 14:30　 15:10　 15:50

9
月

休館日

10
火

「古代世界の工芸品の細部に迫る」14：00 東洋館ミュージアムシアター

11
水

12
木

11：00

13
金

夜間開館（21：00まで）　 14：00

14
土

夜間開館（ 21:00まで）　 「日本における中国書画の愛好」13:30 平成館大講堂　 「友禅染に
挑戦」10:00～12:30、14:00～16:30 本館地下みどりのライオン（教育普及スペース）　 14:30

15
日

11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30　
♪クリスマスコンサート15：00　平成館ラウンジ＊2

16
月

休館日

17
火

18
水

19
木

20
金

夜間開館（21：00まで）　 11：00

21
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 14：00　 15：00

22
日

23
月

休館日 （特別公開「高御座と御帳台」会場のみ開館）

24
火

25
水

26
木

休館日

27
金

休館日

28
土

休館日

29
日

休館日

30
月

休館日

31
火

休館日

1
水・祝

休館日

2
木

新春イベント＊3

3
金

夜間開館（21：00まで）　新春イベント＊3

4
土

夜間開館（21：00まで）

5
日

6
月

休館日

7
火

｢雪村の『鷹山水図屛風』の画面構成について｣15：30　本館3室
11：00

8
水

｢雪村の『鷹山水図屛風』の画面構成について｣15：30　本館3室

9
木

｢宝慶寺石仏龕のかたちとその意味｣15：30　東洋館1室
11：00

10
金

夜間開館（21：00まで）　 14：00　 1500

11
土

夜間開館（21：00まで）　 「能面の造形と魅力」13：30 平成館大講堂　
｢宝慶寺石仏龕のかたちとその意味｣15：30　東洋館1室　 14：30

12
日

「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室
13：00　 14：00　 15：00

13
月・祝

14
火

休館日

15
水

【出雲と大和】記念公演「雅楽・石見神楽」13：30～14：30、 
15：30～16：30　平成館大講堂　 「『十二ヶ月花鳥図屛風』の魅力」15：30　本館7室

16
木

｢雪村の『鷹山水図屛風』の画面構成について｣15：30　本館3室
15：00

17
金

夜間開館（21：00まで）  「青木繁が描きだした神話画『日本
武尊』」15：30  本館18室　 11：00

18
土

夜間開館（21：00まで）　 「古代の出雲と大和－『日本書紀』成立1300年」13：30　平成館大講堂＊4　
「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室　 11：00　 14：00　 15：00

19
日

「『十二ヶ月花鳥図屛風』の魅力」15：30　本館7室
11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30

20
月

休館日

21
火

「大黒天と鼠」14：00  本館特別1室
｢雪村の『鷹山水図屛風』の画面構成について｣15：30　本館3室

22
水

「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室

23
木

「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室
14：00

24
金

夜間開館（21：00まで）　連続講座「出雲と大和」13：30　平成館大講堂＊4

｢ヴィンチェンツォ・ラグーザの『日本の婦人像』｣15：30　本館18室

25
土

夜間開館（21：00まで）　連続講座「出雲と大和」13：30　平成館大講堂＊4

｢宝慶寺石仏龕のかたちとその意味｣15：30　東洋館1室　 13：30

26
日

「『十二ヶ月花鳥図屛風』の魅力」15：30　本館7室
15：00　新春東博寄席 13：30＊5

27
月

休館日

28
火

「狩野永敬『十二ヶ月花鳥図屛風』」14：00  本館地下みどりのライオン（教育普及スペース）
「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室

29
水

「『雪中群鶏』にみる渡辺省亭の洋風表現」15：30　本館18室

30
木

｢雪村の『鷹山水図屛風』の画面構成について｣15：30　本館3室

31
金

夜間開館（21：00まで）　 「旧石器時代の狩猟具」18：30　平成館考古展示室
「『子日蒔絵棚』にみる光悦の意匠」15：30　本館12室

【出雲と大和】＝特別展「出雲と大和」関連事業。（→2ページ）　＊1=詳細は当館ウェブサイト　＊2=有料イベント。詳細は当館ウェブサイト　＊3＝「博物館に初もうで」関連イベント（→4ページ）　
＊4＝申込みは締め切りました　＊5＝有料イベント。詳細は本誌14ページ

（3/8まで）（2/9まで）

 ＝ 月例講演会等、詳細は本誌12ページ
 ＝ ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ ワークショップ（申込みは締め切りました）
 ＝ 託児サービス実施日（12：30～15：30）　事前予約制　有料
 ＝  ボランティアによるアートスタジオ（申込みは締め切りました）
 ＝ ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所：本館2階1室入口
 ＝ ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所：本館10室
 ＝ ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所：本館4室
 ＝  ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所：本館11室
 ＝ ボランティアによる樹木ツアー、集合場所：本館玄関
 ＝  ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所：平成館考古展示室入口
 ＝ ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館１階エントランス

 ＝  ボランティアによる応挙館での茶会、整理券配布場所：本館1階エントランス（9:30から
整理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝  ボランティアによる庭園茶室ツアー、　整理券配布場所：本館1階エントランス（9:30か
ら整理券配布、先着18名）

 ＝ ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所：本館2階1室入口
 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所：本館玄関
 ＝ ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所：本館18室
 ＝ ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所：本館2階1室入口
 ＝  ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所：東洋館1階エントランス（12月のボランティ
アデーは「世界遺産を巡る旅」、それ以外は「東洋館ハイライトツアー」をご案内します）

 ＝ 東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク。詳細は本誌12ページ
※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

東京国立博物館12月-1月の展示･催し物 2020・12019・12

特別展「出雲と大和」

特別公開「高御座と御帳台」

特別展「ザ・アール・サーニ・コレクション」
秋の庭園開放

特別企画「文化財よ、永遠に」

「博物館に初もうで」


